
 

                                                                                      

                  調  査  結  果 

 

特 定 有 害 物 質 の 

取扱事業場の設置状況 

そ の 他 の 土 地 の 

利 用 の 履 歴 

対象地は、隅田川改良工事の第三期工期の付帯事業として、昭和初期

に造成が完了した。 

昭和30年代後半から平成26年までは、物流倉庫、貨物線の線路等が存

在したが、現在は更地である。 

①敷地内北側には、平成14年から平成27年まで、物流倉庫（東洋埠頭

(株)東京支店1号倉庫）がPCB機器保管庫として存在していたが、都環境

局へのヒアリングより、保管されていたPCB機器は江東区に移動されて

いることを確認したとともに、過去に漏洩事故がなかったことを確認し

たことから、土壌汚染の恐れはない。 

②敷地内南側には昭和47年から平成30年まで、物流倉庫（東洋埠頭

（株）東京支店1号倉庫）が指定作業場の燻蒸場として存在していたが、

中央区へのヒアリングより、燻蒸に使用したのは臭化メチルガスであ

り、特定有害物質の使用等ではないことを確認したことから、土壌汚染

の恐れはない。 

③平成30年より選手村ビレッジプラザ整備工事おいて基盤工事及び

建築工事が行われ、令和3年の東京2020大会時には選手村ビレッジプラ

ザとして利用された。現在は解体され更地となり、令和4年3月1日に中

央区が土地を取得した。 

以上の結果、対象地内において有害物質の取扱事業所は存在していた

ものの、漏洩事故は無く、適切な対応を行っているため、土壌汚染の恐

れはないものと考えられる。 

なお、土地の改変時及び搬出先において、外観、臭気等により土壌に異

常がみられる場合又は基準超過土壌が確認された場合には、その場所を

調査し、汚染が認められるときには、その汚染の原因に応じて汚染土壌

の拡散防止の措置を講じるものとする。 
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工場・事業場等の名称 
 

 業種及び 

 主要製品 
 

特定有害物質の種類、 

使用目的、使用形態等 
 

特定有害物質の使用状況 
 

使用期間                        ～ 

特定有害物質の排出状況  

特 定 有 害 物 質 の 

使 用 場 所 等 
△別紙（     ）のとおり 

地 下 施 設 の 有 無 

及 び 概 要 
 

地表の高さの変更及び 

地 質 に 係 る 情 報 
 

土 壌 汚 染 対 策 法 又 は 

条 例 に 基 づ く 

調 査 及 び 措 置 の 履 歴 

昭和40年度(収受日・収受番号不明) 条例第116条に基づく調査 

平成30年8月8日付30環改化四第95号 一定の規模以上の土地の形質の変

更届出書 

平成30年8月8日付30環改化土第248号 土地利用の履歴等調査届出書 

既 往 調 査 及 び 

措 置 に 関 す る 情 報 

 

その他特記事項（必要に応じ

図面等を添付すること。） 
 

 備考 １ 別紙が２枚以上となる場合は、それぞれに番号を付けること。 

    ２ この様式各欄に記入しきれないときは、図面、表等を利用すること。 

 
（日本産業規格Ａ列４番） 

別紙３ 



土地利用の履歴等年表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 年 

(令和 3 年) 
対象地は、東京 2020 大会時に選手村ビレッジプラザとして利用された。 

土壌汚染の可能

性は考えにくい 
■現地踏査写真 

【総評】 

対象地内において、有害物質の取扱事業場は存在していたものの、適切な処分及び保管等を行っていたため、土壌汚染の恐れはないと考えられる。なお、土地の改変において、

外観、臭気等により土壌に異常がみられる場合には、適切な対応を講じるものとする。 


